
■概要

ロッテルダム港は大都会のように慌ただし
い。北海に位置し、マース川沿い約42km
にわたり広がるヨーロッパ最大のこの港
は、商業貨物の取扱量で世界第3位を誇
る。2013年には13万隻もの貨物船が停
泊し、4億4,000万トンという驚くべき貨物
取扱量を記録した。まさにヨーロッパ5億
人の消費窓口である。
港の多くは貨物の積み下ろし場だが、一
方でオイルの精油や合成繊維の製造工
場、生鮮食品の加工場も併設されてい
る。港全体で約9万人が働く。
事業規模が拡大の一途をたどる中、現状
の港湾面積で継続的な成長を図るには、
エーカー当たりの利益率を上げることが
重要となる。ロッテルダム港湾局では、港
湾局全体の生産性を阻害するおそれが
ある煩雑な既存システムに替え、全ての
システムの連携、利便性の向上、同じ情
報の閲覧を可能にするArcGISプラット
フォームの導入を決定した。
主な業務システムであるSAP、AutoCAD、
Microsoft OfficeはArcGISプラット

フォームへ統合され、ワークフローやデー
タモデルの開発、資産と境界線、区画と関
連する土地記録などのジオデータベース
の構築が進められた。
新しいシステムは、マウス操作3クリック
で必要な情報を得られるように設計され
ており、環境管理、セキュリティ管理、エリ
ア計画、港湾開発などで主要な役割を
担う。ロッテルダム港湾局は、この導入事
例を画期的な取り組みと位置付け、提携
している世界中の港にArcGISプラット
フォームの導入を計画している。

■導入経緯
 
2013年、ロッテルダム港湾局は事業規
模の拡大に伴い、15億ユーロをかけて北
海側にMaasvlakte 2（通称 m2）と呼ば
れるエリアの拡張を行った。今後数十年
間はさらなる拡張工事が見込めない中、
継続的な成長を維持していくには、エー
カー当たりの利益率を上げていくことが
重要となる。「貨物の取扱量の増加に対
応するには、空間やリソースを効率的かつ
賢く利用していくことが唯一の方法です」と

PortMapsのプログラムマ
ネージャーであるErwin 
Rademaker氏は言う。
港湾局は、様々な業務の
維持・管理に複雑なシス
テムを利用してきた。この
管理システムは古いGIS
で構築されており、港湾
局の内部的成長とm2を
きっかけとする生産性を
妨げるおそれがあった。
また、港湾業務の管理
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に使われている数十の業務システムとの
連携が難しいことが、最大の弱点であっ
た。そのため、全てのシステムの連携、業
務の利便性の向上、全ての部署で同じ
情報の閲覧を可能にする新たなプラット
フォームの導入に踏み切った。
複数の資産管理システムを長期にわ
たり検討した末、Esriオランダ B.V. と
Esriプロフェッショナルサービスチーム
にPortMapsと呼ばれるArcGISプラット
フォームの導入と、徹底した業務の一元
管理化を依頼した。「PortMapsは、ユー
ザの使い勝手の統一化と、早期の本稼働
への移行に焦点を絞って構築しました」と
Esriオランダビジネス開発ディレクターの
Frits van der Schaaf氏は言う。「従業
員にとって重要なことは、業務フローが明
瞭で効率的、かつ導入が迅速でシームレ
スであることです」
 

■導入手法
 
港湾局は新しいシステムの構築にあたり、
共に資産管理のあり方を考えるパート
ナーを探していた。そのため関係者は最
新のGISを学び、全ての業務を管理する
ための地理空間プラットフォームの考え
方を習得していた。

Esri社がシステム構築を5ヶ月間で行うと
提案したとき、港湾側は半信半疑であっ
た。他社の提案では5ヶ月というタイムフ
レームでの構築は不可能だったからだ。
ArcGISは、ロッテルダム港が使用する49
のシステムを段階的に、また比較的混乱
なく廃止していく唯一のプラットフォーム
であった。Esriプロフェッショナルサービ
スとEsriオランダは、SAP、AutoCAD、
Microsoft Officeといった主要な業務シ
ステムのArcGISプラットフォームへの統
合や、ワークフローやデータモデルの開
発、資産と境界線、区画と関連する土地
記録、公共設備、輸送、深浅測量、衛星画
像、ライダーを含むジオデータベースの構
築を行った。
港湾局側の資産管理システムに対する要
求は明確だった。マウス操作3クリックで、
誰もが必要な資産情報にアクセスできる
業務フローが求められた。この要求を実現
するため、統合型ArcGISデータベースに
1,500レイヤ以上の港に関するデータを移
行し、港で核となる10の施設に関するデー
タ管理のワークフローを構築した。
PortMapsの運用は、2014年1月から開始
された。いつでも、誰でも情報のリクエスト
が簡単に行えるように、PortMapsでは初
期画面から港の詳細なマップを採用して

いる。モバイル端末での情報共有、閲覧も
可能だ。

■導入効果

港湾局の職員は、PortMapsにアクセ
スし、幅広い情報の更新を行っている。
PortMapsは、環境管理、セキュリティや
安全面の管理（例：海運の交通管制）、エ
リア計画、港湾開発、事故対応に関して
主要な役割を担っている。例えば、職員は
PortMapsの初期画面をクリックまたは
タップすると、SAPに格納されている埠頭
に関する契約を閲覧できる。また、車輛や
その他の資産は追跡、モニタリングされ、
関連する記録の閲覧が可能だ。マップや
ドキュメントへのリンクは、かつての情報
システムの特徴であった別のアプリケー
ションを読み込む方法を廃止することで、
業務の効率化を実現した。「システムに
は、鉄道路線、導管、電線などあらゆる地
物が盛り込まれています。ArcGISでは、こ
れらの地物の関連性を明確にし、関係す
るドキュメントをポップアップ ウインドウ
で開けるなど、港湾管理業務の実用性が
図られています」とRademark氏は言う。

■今後の展望

ロッテルダム港湾局は、PortMapsを港
湾管理の画期的な取り組みと考え、提携
している世界中の港にArcGISプラット
フォームの導入を計画中だ。
さらに、PortMapsについては、構造劣化
分析やリスク・事業価値評価といったエ
キスパートシステムの統合を進めていく予
定である。
Esri社のグローバル セールス ディレク
ターのChris Cappelli氏は「ロッテルダ
ム港での成功の要因は、早い段階で最新
のGISが様々な港湾業務に応用できるこ
とを理解してもらったことだ」とこの導入
事例を評価している。
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